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１．はじめに
　名古屋東部方面への自動車交通の円滑化を目的と

した市道高速１号（吹上～四谷）は、市東部に広が

る緩やかな丘陵地に位置し、静かな環境の住宅地区

を横断するため、騒音や景観への配慮など環境保全

上の観点から半地下道路（オーバーハングのある掘

割道路）で計画された延長約３.０㎞の往復４車線の自

動車専用道路である。

２．事業の概要
　名古屋高速道路公社では、吹上～四谷間の建設工

事を平成元年１０月に開始した。同区間の西行き車線

について、平成１２年１２月に先行供用しており、１３年

６月に東行き車線が完成し東西双方向の往き来がで

きるようになった。

〈計画概要〉　道路規格：第２種第２級
　　　　　　設計速度：５０�/h

３．事業の特徴
�　騒音対策

　半地下道路内空間での多重反射の影響が顕著であ

ることを考慮して、道路側壁部及び開口部側壁への

吸音板の設置、発生音の低減も期待できる低騒音舗

装の施工、開口部高欄上への吸音効果の高い新型遮

音壁の設置を行うことにより環境保全を図った。

�　工事施工

　本体工の施工は、掘削深さが１０ｍ以上で、地下水

位が非常に高いため、剛性の大きい地中連続壁工法

を採用し、さらに土留め壁の変形やその変形に伴う

周辺地盤の沈下を抑えるため、土留め壁を支える切

　

ばりにプレロードを載荷して施工を行った。土留め

工の変状を計測による確認を行いながら施工した結

果、沿道民家への影響を最小限に抑えることができ

た。

　また、半地下構造物により、地下水を遮断する問

題に対処するため、土留め壁に透水部を設けるとと

もに、透水部を構造物の下で連結させる盲暗渠を設

けることにより地下水の流れを地下構造物の下を迂

回させるみずみちを確保した。

�　防災面

　通報装置、消火設備、避難階段等の非常用施設を

設置し、通行者の安全確保に配慮している。
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住宅地を通過する半地下道路（名古屋駅方面を望む）
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